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資本効率向上への取り組み
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キャッシュ創出
（営業CF、BSのスリム化）

①Ｍ&Ａ
②設備投資

収益の向上

ＲＯＥ向上

自己資本の
コントロール

③株主還元
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キャッシュの創出（実績）
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② 政策保有株式の売却

・２０１９年（実績） １０億円
・２０２０年（実績） １１６億円
・２０２１年（予定） ５０億円

※来年度以降についても政策保有株式の縮減を進める。

① バランスシートのスリム化

・リース事業の分社化 有利⼦負債の削減 約１，４００億円
※今後も事業ポートフォリオの⾒直しを進めていく。

・溝ノ⼝物流センター、医薬品拠点を流動化 ５００億円
※現在、中部にて流動化スキームを活⽤した拠点開発に着⼿。
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創出キャッシュの活用（実績）
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① 設備投資およびＭ＆Ａ

・Ｍ＆Ａ実績 ２０２０年度に⽶国ＭＤ社をＭ＆Ａ
・設備投資 ２０２０年（実績） １，２３０億円（うち、医薬品３１７億円）

２０２１年（計画） ７００億円
※今後も、創出した資⾦を活⽤し成⻑に向けた投資を積極的に⾏っていく。

② 資本政策への取り組み実績

・配当性向３０％以上、累計での総還元性向５０％以上を実現。
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経営指標の改善
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① バランスシートのスリム化および経営指標の改善

・リース事業譲渡などによりバランスシートのスリム化および経営指標の改善
を図る。

実績 実績 実績 見通し

年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

売上高純利益率 2.3％ 0.8% 2.7% 2.3%

総資本回転率 140.0% 136.2% 132.0% 141.7%

財務レバレッジ 284.6％ 282.0% 280.7% 264.7%

ＲＯＥ 9.2% 3.2% 10.0% 8.6%
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事業ポートフォリオの最適化及び２０３７年の姿
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実績（事業の選択と集中）

2021年売上⾼約2兆円

航空

自
動
⾞

倉庫
海
運

警備輸送
重機建設
その他

国
内

海
外

2037年売上⾼3.5〜4兆円

航空

自動⾞

倉庫 海運

警備輸送
重機建設
その他

国
内

海
外

⻘函フェリー事業の譲渡Out

自動⾞学校事業の譲渡Out

旅⾏事業の清算Out

米国MD社の買収In

2037年の姿
グローバル市場で存在感を持つロジスティクスカンパニー
 海外売上⾼⽐率50％のグローバルメガフォワーダー
 DXによる物流事業そのものの変化に適応できている企業
 サステナビリティをビジネスチャンスとして活用できる企業

（カーボンニュートラルのエネルギービジネスへの挑戦）

サステナビリティDX
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日本通運の考えるDXの方向性と価値共創のアイデアの関連性
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日本通運の考えるDXの方向性

“両利きでの成長”をグループ全体で実行。戦略をもって先手をうつ

１：デジタル化、現場における効率化などの取り組み。現場・現業・技術から想起・短期的
２：DX“未来の柱”になり得る事業領域。経営・全社戦略・社会的な観点・中長期的

新

現

必要不要

現業

新規事業

Business Transformation
新しい事業領域への参入

デジタル化

（Digitalization)
デジタルを活用し現業を効率化・省人化

DX
（Digital Innovative Business 

Transformation)
デジタルを活用して新しい事業領域へ

サプライチェーンのCO2見える化

ロボット遠隔操作

倉庫作業のデジタル化

事業領域（顧客への提供価値）

キーリソースとしてのデジタル技術の活用

1

価値共創のテーマ別事業アイデア
（NEC殿と業務提携）

日本通運の考えるDXの方向性と価値共創のアイデアの関連性
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事業ポートフォリオマネジメントのフレームワーク
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定性評価軸
全社視点
・グループ企業理念との整合
・グループの価値創造エンジンとの整合
・ビジネスモデルとの整合

個別事業視点
・マーケットの将来性
・キャッシュフローへのインパクト
・他事業とのシナジー効果
・「ベストオーナー」であるか︖の検討

成⻑投資 投資・収穫

撤退または再生 収穫・
再成⻑検討

経
営
資
源

売
上
高
成
長
率

ROIC

経営資源

経
営
資
源

NXグループポートフォリオマネジメントの考え方 〜２０３７年ビジョン実現に向けて〜
 DX、サステナビリティをテーマに新たな価値の創造および新規事業への進出
 既存事業の成⻑戦略および再評価（事業の選択と集中）
 グループ内の機能重複の解消
 多様な人財が活躍でき、幸せを感じる場の提供
 サステナブル社会の実現への貢献

ポートフォリオマネジメント委員会（仮称）
 グループポートフォリオ戦略の策定
 投融資を含む経営資源配分方針の策定
 グループポートフォリオの定期モニタリング

定量評価軸
・成⻑性
・収益性（ROIC ＞ WACC）
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Ｍ＆Ａ戦略（長期ビジョンの実現に向けて）

②M&A実績（2011年以降）

①M&A方針

• 非連続な成長～Dynamic Growth～のためのM&Aの活用
⇒グローバルメガフォワーダーへの成長

（グローバルネットワーク、経営基盤、非日系顧客等の獲得）

会社名 地域 買収時期

AGS 米州 2012年 3月

APC 東アジア 2012年10月

Franco Vago 欧州 2013年 2月

日通NECロジ 日本 201３年1２月

日通NPロジ 日本 201４年 1月

ワンビシ 日本 2015年12月

Traconf 欧州 2018年 3月

8社計

◎投資額 約１,６００億円

（2020年度）
◎売上高 ２,１７２億円

◎営業利益 １２１億円
（利益率5.6％）

MD社 米州 2020年 9月
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Ｍ＆Ａ戦略（長期ビジョンの実現に向けて）
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④PMI（Post Merger Integration) 体制の強化

• シナジー創出効果を高めるため国内外の営業力を強化。
• 買収会社と各海外ブロックとの連携により相互で営業シナジーを創出。

⑤グローバルメガフォワーダーへの成⻑のための取組み

昨今のM&A市場の動向
• 欧州系メガフォワーダ－：K＆NによるAPEX買収、DSVにおけるAgility買収
• アジア系メガフォワーダー：SFのKerry買収

⇒買収価格の高騰、規模（シェア）拡大のみを追求したM&A
◎価格競争から一線を画し、シナジー追及を見据えた連携を模索
◎DX、サステナビリティ関連事業をM&A対象に加え、より未来志向のM&A戦略へ

③M&Aによるシナジー創出の取り組み

• イタリア3社統合（イタリア日通、FrancoVago、Traconf）後、日通グループにおける
ファッションビジネスのコントロールタワーとしてグローバル規模で拡大。

• MDL社の米国内ロジスティクス機能と当社グループの国際間輸送ネットワークとの結
合による医薬品物流のグローバルネットワークを構築
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世界のフォワーダーランキングTOP10

2019年度 ６位

⇒

2020年度 5位

Ｍ＆Ａ戦略（長期ビジョンの実現に向けて）
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本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却等を勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、その情報の正確性を保証する
ものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。

万一、この情報に基づいて、こうむったいかなる損害についても、弊社及び情報提供者は一切責任を負いませ
んのでご承知おきください。


